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研究成果の概要：
日本に住む日系ブラジル人は定住化しつつあるといわれるが、エスニック・コミュニテ

ィ、エスニック・メディアや母国政府によるブラジル人学校の認可等の政策展開によって、
日系ブラジル人の定住化は、母国とのつながりを維持・強化する形で進んでおり、それが、
日本人とブラジル人の希薄な社会関係を維持し、地域における様々なトラブルの一つの基
盤になっていることが、日本の外国人集住地とブラジルの日系人集住地の調査によって明
らかになった。
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１．研究開始当初の背景
1990 年の「出入国管理及び難民認定法」

改正以降、15 年の間に外国人労働者が大
幅に増加した。なかでも、これまで少数し
か在住していなかったブラジル人等のニュ
ーカマーの外国人が急増した。彼らの存在
は地域社会に様々な影響や問題を生じさせ
た。そのため、多文化社会・多民族社会が
避けられない日本社会の今後のあり方を地

域社会のレベルから考える上で有効な視座
を獲得する必要があった。

２．研究の目的
本研究の目的は、ブラジル人を中心にし

たニューカマーの外国人が特定の地域に集
住する傾向をふまえ、外国人が集住する地
域の地域社会構造の変容と地域住民生活の
変化および課題を多角的な視点から総合的



に明らかにすることにある。それは、主と
して労働力として受け入れが進められ急増
したニューカマーの外国人が生活面でどの
ような問題を抱え、ホスト住民・ホスト社
会にいかなる課題を突きつけているのかを
浮き彫りにすることを意味している。

３．研究の方法
本研究は３つの柱にもとづいて進められ

た。
第１の柱は、「外国人の増加と地域社会

への影響に関するマクロ分析」である。こ
こでは、(1)各種官庁統計をもとにした外
国人の国籍別地域分布の統計分析、(2)ブ
ラジル人等のニューカマーが集住する「外
国人集住都市会議」構成自治体等を対象に
した、自治体独自の資料にもとづく外国人
のより詳細な動向と外国人に対する行政施
策の分析を行った。

第２の柱は、「特定の外国人集住地を対
象にした実証的研究」で、代表的なニュー
カマー集住地、群馬県の東毛地域（太田市
・大泉町）、静岡県浜松市および愛知県豊
橋市の３地域を対象として、(1)外国人住
民の労働・生活と意識の特質、(2)外国人
住民の集住に伴うホスト社会の住民（日本
人）の労働・生活と意識の変化、(3)地域
行政システムの変化に焦点をすえたインテ
ンシブな実証研究を行った。

第３の柱は、「トランスナショナルな生
活世界の変容に関する実証的研究」である。
少なからぬブラジル人がブラジルとのトラ
ンスナショナルな（＝国境をこえた）生活
世界をもっているため、(1)ブラジル人の
日本・ブラジル間のトランスナショナルな
人口移動に関する動向、(2)ブラジル社会
と在日ブラジル人とのネットワークの変容
について、ブラジルにおける日本への主要
送りだし地域での調査を行った。

４．研究の成果
日系ブラジル人のデカセギ現象が始まっ

て、すでに 20 年近くの年月が経つ。その
間に、デカセギ現象にどんな変化が生じ、
デカセギ現象はどのような結果をもたらし
てきたのだろうか？

本研究では、この点を日本とブラジルの
実態調査にもとづいて解明した。日本では、
代表的なブラジル人集住地、群馬県太田市
・大泉町、愛知県豊橋市、静岡県浜松市、
ブラジルでは日系人の多い大都市・サンパ
ウロ市、大都市近郊農村・スザノ市福博村、
僻地農村・東アマゾンのトメアスーを対象
にした。

以上の実証研究を通じて、まず指摘でき
ることは、日本における日系ブラジル人の

定住化の進展とトランスナショナルな移動
が共存するようになった点である。いいか
えれば、定住化し一戸建てまで取得する階
層が出現する一方、新規に来日する者や日
本とブラジルを行き来するリピーター層も
存在するようになったということである。

ブラジルでは、帰国後デカセギで得た資
金をジュース工場の建設・運営にあて、農
業の立て直しに成功した僻地農村・トメア
スーがある一方、デカセギが地元の治安の
悪化とあいまって農業の衰退をまねき日本
での長期滞在化＝定住化の要因になる大都
市近郊農村・スザノ市福博村があった。さ
らに、大都市を中心に帰国後デカセギで得
た資金を元手に起業を試みるものの事業に
失敗したり、長い期間日本で滞在したこと
によりブラジルの生活に適応できなかった
りして、再デカセギにでる者がいた。この
うち、大都市近郊農村で典型的に見られた
現実が、日本での長期滞在化＝定住化層、
大都市で典型的に見られた起業や事業の失
敗、帰国後の不適応がリピーター層を生み
出す背景となっていた。また、ブラジルで
は、在学中あるいは学卒後ただちに日本に
デカセギにでる日系人の若者が今でも存在
し、新規来日層の主要な給源になっている。

日本では、新規来日層やリピーター層の
存在は、定住化しつつある階層の生活世界
をブラジルと強く結びつける役割を果たし
ている。ブラジルとの距離感を少なくし、
ブラジルの新たな情報を提供してくれる。
エスニック・コミュニティやエスニック・
メディアの存在もブラジルとのつながりを
維持する上で大きな機能をもっている。そ
の上、ブラジル政府がブラジル人学校の認
可や ENCCEJA（初等中等教育修了資格試
験）の日本での実施などを通じて、デカセ
ギ者を国民として維持しようとする政策を
展開している。

その結果、日系ブラジル人は日本にいな
がらブラジル人としてのアイデンティティ
を維持・強化し、「遠隔地ナショナリズム」
の担い手になりうる。日系ブラジル人の定
住化は、母国とのつながりを維持・強化す
る形で進んでおり、「トランスナショナル
な定住」とでもいうべき内実になっている。
事実、日本滞在が 10 年以上に及ぶ層でも、
送金を続けている者が少なくない。いずれ
帰国するという意志を多くの者が持ち続け
ている。他方で、ホスト住民としての日本
人はブラジル人の滞在が長期化しても、一
戸建て層以外の者とは、あまり交流をしな
い状態が続き、日本人とブラジル人の希薄
な社会関係が維持され、地域における様々
なトラブルの基盤になる。

ただし、デカセギ者の子どもたちは、約



６割が日本の公立学校に通い、日本生まれ
の者も増加している。日本語が得意な者、
日本語しかできない者、またブラジル人と
してのアイデンティティが希薄になってい
る者が出現しつつある。「日本人化」しつ
つある子どもたちが現れている。ホスト社
会やホスト住民の側も、大人のブラジル人
に対する態度と彼らの子どもたちに対する
眼差しは異なっている。大人との交流は、
時間がたってもなかなか進まないが、子ど
もに対しては、日本人の子どもたちと違和
感なく交流をするため、比較的優しい眼差
しで見つめている。それを背景にして、学
校教育を通じて、様々な支援を行うように
なっている。公立学校では、外国人の児童
･生徒のための特別クラスを作り、教師の
加配や日本語指導助手をおく自治体が一般
化しつつある。さらに、公立の学校だけで
なく、ブラジル人学校に対しても支援が進
められ、いくつかのブラジル人学校が各種
学校として認可されるようになっている。

そのため、世代が進むことにより、「ト
ランスナショナルな定住」から日本への「ナ
ショナルな定住」へと変化する可能性もあ
る。ただし、在日２代目層がどのような生
活世界、アイデンティティを形成するのか
は、日本社会が外国人としての彼らをどの
ように位置づけるのかに、大きく左右され
ることになるだろう。

多文化社会・多民族社会が避けられない
日本社会の今後のあり方を考える上で、以
上のような現実を踏まえる重要性が明らか
になった。
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